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答した、救護所利用のあった 213 名と利用のなかった 186 名の計 399 名であった。SCS を利用し
た者は、フルマラソン出場歴 2回～4回のビギナーランナーが多く、フルマラソン出場 5回以上





The relationship between the Self Conditioning Station (SCS) and first-aid station was
investigated in the 2014 Nagoya Women’ s Marathon. 399 women (213 who used first-aid
station and 186 who didn’t) completed a mail questionnaire. Of 107 women who used the SCS
during marathon, 74.8% of them were beginner runners. They used the SCS to cool their
legs. In contrast, few expert runners who had joined the full marathon more than 5 times，
used the SCS. In this study, both SCS user and first-aid station user were duplicated.
Runners with both poor physical condition and injured joints, in particular, used increased













心停止発生頻度を、山添は参加者 10 万人に 1.4～2 件（山添 2014）、太田は 10 万人に 1.8 件と報
告している（太田 2013）。運動中の突然死は、その 85％が心原性の心停止である（村山 1994）こ
とから、ＡＥＤの導入はスポーツ中の突然死予防に効果的である。
田中らの報告では、154 のマラソン大会中ＡＥＤを配備しているのは 97％にあたる 148 大会で
あった。しかし、その約半数となる 77 大会でのAED配備率は 1～2台であり、11 台以上配備し










ンが同日に開催され、2014 年大会では約 32,500 人のランナーが参加した。
2014 年大会の医療・救護体制は、大会運営本部の下に医療統括本部を設置し、16 の救護所と 5
か所のセルフコンディショニングステーション（以下 SCS と記す）を設置した。また名古屋市消
防局とも連携し、3か所にマラソン専従救急隊と 5か所に重点救急隊を配置した。心停止の対応
には、各救護所に設置したAEDのほか、1km毎にボランティア消防隊が 39 隊、500m毎に BLS
隊 58 隊が AED を背負って待機し、ランニングドクター 67 名とランニングサポーター 50 名が
ランナーとともに走りながら、傷病者の予防、早期発見に努めた。クオーター、ハーフ、フルの
各フィニッシュエリアには、フィニッシュエリア巡回隊を配備し、フィニッシュ後の傷病者の早
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期発見に対応した。
SCS は、コールドスプレーの利用や応急絆創膏を希望して救護所を利用する者を減少させるこ
とを目的に、2013 年大会で 2 か所設営し、2014 年大会では、25km、27.5km、30km、32,5km、
35kmの 5 か所の救護所に併設した。SCS のテントでは、コールドスプレー、絆創膏、コンタク
トレンズ洗浄液を提供し、ランナーは自由に利用することができる。





500 名と救護所を利用しなかった者 500 名を無作為に抽出し、郵送調査を実施した。有効回答率
は 39.9%で、救護所を利用した者 213 名、救護所を利用しなかった者 186 名、計 399 名（10 歳代
～70 歳代）を分析対象とした。
２）調査時期・方法




















１）名古屋ウィメンズマラソン 2013 大会、2014 大会の救護所利用と主な傷病
名古屋ウィメンズマラソン 2013 大会と 2014 大会の出走者、救護所利用者を表 1 に示した。2
つの大会で救護所利用者数に差は認められなかった。
2014 大会の SCS 利用者の総数は、延べ 1,926 名であった（表 2）。
2013 大会と 2014 大会の救護所利用者数の内訳を表 3 に示した。SCS を設置した 2014 大会で
は、25km 以降 40km の利用者は 2013 大会とほぼ同じであった。また、フィニッシュ後である
ドーム救護所の利用者が 2013 大会に比し 57 名多かった。
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表１．名古屋ウィメンズマラソン 2013 大会、2014 大会の出走者数と救護所利用者数
表 2．名古屋ウィメンズマラソン
2014 大会での SCS 利用者数
表 3．名古屋ウィメンズマラソン 2013 大会、
2014 大会の救護所利用者数




救護所および SCS を利用した者は、年代による差は認められなかった（表 5）。
救護所の利用目的は、症状の軽減 131 名（32.3%）、けがの手当て 51 名（12.6%）、続行かリタ
イアの判断 12 名（3.0%）の順であった。また、救護所を複数回利用した者は 40 名であり、2回
目の救護所の利用目的は、症状の軽減 23 名、続行かリタイアの判断 10 名、けがの手当て 7名で
あった。
表 6に、救護所の利用と SCS の利用を示した。SCS を利用した者は救護所も利用しており、救
護所を利用しなかった者は SCS も利用しない者が多かった。
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表４．名古屋ウィメンズマラソン 2013 大会、2014 大会の救護所利用者の主な傷病名
表 5．救護所利用者とＳＣＳ利用者の年齢
表 6．救護所利用とＳＣＳ利用の有無
SCS の利用回数 1回の者は 48 名（16.1%）、2回が 30 名（8.6%）、3回 3名（1.6%）、4回の利
用は 1名（0.5%）であった。
SCS の利用目的は、コールドスプレーの利用が 1回目の利用 78 名中 67 名（85.9%）、2回目の
利用 31 名中 21 名（80.6%）、症状の軽減は、1回目 6名（7.7%）、2日目 4名（12.9%）であった。
SCS を利用した者のフルマラソン大会出場歴を表 7 に示した。SCS の利用とフルマラソン大
会出場歴には差が認められ、SCS を利用した群は、2014 大会が 2回目から 4回目のフルマラソン
大会の出場である者が 51 名（47.7%）と多く（調整済み残差 3.1）、SCS を利用しなかった者は、
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表 7．フルマラソン出場歴別にみたＳＣＳの利用
表 8．当日の体調と救護所の利用 （症状は複数回答あり）
表 9．当日の体調と SCS の利用 （症状は複数回答あり）
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